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31日の東京株式市場で日経平均株価は大幅反落し、前日比325円20銭（3.55％）安い8,824円06銭で

 

取引を終えました。心理的な節目となる9,000円を再び下回ったほか、25日につけた年初来安値（8,845 
円）を下回りました。政府・日銀による経済・円高対策の効果が限定的との見方が広がる中、取引時間中

 

に円相場が1米ドル＝84円台前半まで上げ幅を拡大したことが嫌気されました。

足元の円高・米ドル安の進行は、米国景気の減速懸念が高まっていることによる米ドル売りの側面が強

 

いとみられていることから、市場では今週末に発表が予定されている8月の雇用統計をはじめとした米国

 

の経済指標の内容次第では、一段と円高が進むのではないかとの警戒感が売り圧力となっているようで

 

す。一方、一部の株価指標面では、割安感が強まってきています。東証１部のPBR（株価純資産倍率）

 

は、約1.02倍（8月31日※）と、理論上の解散価値まで低下しています。2008年秋以降の、世界的な金

 

融市場の混乱時には、PBRが1倍を割れましたが、一般的には、PBRの1倍水準は、株価の下限である

 

と考えられています。株安・円高の流れがどこで反転を迎えるのか見極めることは難しい状況ですが、

 

PBRからみた株価はひとつの下値目処に近づきつつあると考えられるのではないでしょうか。

2010年8月31日

本日の日本株式の下落について

楽読

 

（ラクヨミ）
Ｖｏｌ.288

※上記は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません

日経平均株価と東証1部のＰＢＲの推移

 

（2008年1月4日～2010年8月31日）

（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

（円）

東証1部PBR〔加重平均〕（右軸） （倍）

世界的な金融市場の混乱によって

 

PBR1倍割れが続いた局面

※8月30日の東証1部のBPS（1株当たりの純資産）をもとに、8月31日のPBRを日興アセットマネジメントが算出

PBRは、企業の持つ資産に注目した指標で、企業の1株当たりの純資産に対し、株価が何倍まで買われているかを表したものです。企業の

 

純資産は、

 

「解散価値」を意味するといわれていることから、PBRが1倍に満たない状態は、「株価が会社の解散価値を下回っている」状態で

 

あり、理論上割安な水準にあるとみられています。

日経平均株価（左軸）
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